
〔経 営 関 係 〕

稲 作 生 産 組 織 の機 能 別特 徴 と展 開 方 向

1 背 景 と特徴        `

稲作の生産組織は Ъ地域の生産構造を背景として、組織規模も磯械、施設の利用形態L運 営方式

など多様化 している。 (表 -1・ 表 -2)

特に、県内の主要/r水田拠成 ,ご、この傾向が著 しく、土出基盤整備、中型機械の導入、大型施設

の定着化な ど手作業による農繁期の解消、さらには、兼業農家の急増による受委託作業の増加にと

もなう機械 ・施設の物的結合 と担い手農家の意志決定の相互関運による組織対応と考えられる。

そこで、生産組織の運営主体 と条件を分析 しながら、組織機能を中心に当面重視すべき組織対応

を明ら力半にしたので参考事項に供 したい。

2 成 果の内容

(1)当 面重視すべき生産組織

部落 地 縁 集 団

再委託契約事業

i    手     段

!①責任強化による機能の5編

|の自発性の発揮と活力の醸成

iO副 次部門の定着による相作

| の 組織化

l④農協機能の強化

分坦作業の持技化

労働生産性の向上

作業相互調整

1)部 落地稼集団

部落の特性から運営が異なっているが、一般的tごは機械 ・施設を共同で所有するものの,運 営 ,管

理は、特定のオペレーターやぉ作美員を雇用 し、機械作業 を実施す る よつの事業体とみなされる。

事業体として円滑な運営をおこなうには.機 械 ・施設の稼動量の増加が採算を可能にする結果となる

(利 益追求の事業ではないが )。

反面、いかに部落のまとまりが良くとも組織全農家が一斉に機械共同利用にとびつけない条件力当含

まれてぶり、さらにもオペ レーターは、経営者と雇用者と しての日雇的季節労働者の性格にな り易 く、

⇔
大型 施設 直営

出資 ・出役収益配分

反収 の増加

賃金配分を重視

受託副次部門の

拡大

劇次部 門 の広 大

受託面積 の拡大

兼業的地域 の組織 受話 面積の拡大団地化

再委証事業の拡大作機
業能
単分
位担
の
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自発的活力がでにてい上に個別経営の規模拡大もできないなどの不満から雄脱する危険が多く含ま

れている。                                  ・

これら集団の運営機能は、特定のオペレーターに依存するのに対 して。その利用はも利用希望農

家の依頼によって作業がなされている側面から、全く受託組織と同じ機能からなり、そのようにと

らえるのが妥当と考える。以上の事柄からもこの集団は'つの展開方向に分けられる。

① 事 業農家と兼業農家の階層分化が明らかに発生しもなお進展している地成は、当然機械 ・施設

を運転者グループに運営を委ね、組織構成員の作業謂負いとし、自発性を発揮させながら活力の

藤成による能率の向上、さら,ご余力をもって員外委託を受けるとともに、できるだけ団地化をは

かる。

の 比 較的専業農家が多 く、耕地規模のほゞ一定の地蔵は、機械本」用面で綱分化 して30～ 5 0ha)

磯槻の張り付けによる独立採算性とし、自発性を活か しながら能率の向上をはからしめる。

この場合、稲作の主要な作業からも完全に煙腕可能を近休労働力が生まれるとそこで、平面的な

柄作単一経営からt立 体的、機能的な経営の転換力埋 まれ、商品性の高い作日の定着化による複

合経営への転換が必然となる。この際.稲 作生産組織より、他商品作目の産地化が先行 していく

姿力稲 作生産組織の安定化に結びつけ易い。              ・    '

0 協 業経営の場合は,土地出資のため、1団地にすとすOL作 業能率が高まるn

抑域Bl」ではぉ①とのに準ずるがt出資配当b出役賃金水準力袖歳の存続に大きく関写してくる。

専従者中心の経営の場合、すくなくとも農外就労者と均衡 した賃金水準でなければならない。この

ことを実現するためには、適期作業と技術水準の向上により、収量の増加、労働生産性の向上によ

る受託面積の拡大と専従者の適旺配直による宮J次部門の拡大など段階的な発展方法をとるべきであ

ろう。

2)中 核 グループ集団

数戸の気のあった同志のグループで、機械 ・施設の共同所有、共同利用の組織である。

生産要素である機械 ・施設は個Jl」の規模限界から、共同購入され、余力をもって請負い、または

作業受託をおこない.植 作農業の担い手の役割りをはた しL2つ の展開方向tご分けられる。

① 践 服の持回り利用と、オペレーターグループのタイプがあるが.機 械操作L維 持管理、さいに

作業計画などの百か六、後者のタイプが優れ、受託師憤を年 拡々大 している例が多 ちヽ これら、

グループの特徴は、機械操作の熱達と、稼動時間の延長で規模拡大がなされており、部落の農業

防衛と担い手的な機能を発揮 している。

また、個別農家の受託拡大も点在阿に発生しており処理面積が20～ 3 0 haまで拡大されてぃ

るが、拡大するに従 って家族労働力の限界につきあたる。そこでも労働力の少ない農家は、作業

の一部をチヤーター、または、再委託しなが六処理することになる。この点、家族労働力の多い

2世帯夫婦などの場合は、親子で作業分担 し、組作業で能率 を高め、機械施設は、フノじ運転され

受話拡大がなされている。これらも作業処理の五僅では、グループ的組織 と類似の性格で、相互
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の融和が強t関 係か六運営の円滑 におこなわれ今後の担い手としての役割が大きい。

の 農 協への作業委託面積 の増加が、必然的に作業を受ける組織、またはL農 家の育成が必要とな

る合耕起、
′
育西も百値、刈取りなど地区は分散するものの、まとまった面積 の再委託がぶこなわ

れる。このため、作業単位の機能分担が可能で、専門的な拡大に志向し易 くなる。育苗の播種 カ

ラ ント`手製 )簡易農電式育苗による大量生産、ライスセンターのタンク契約による機械 ・施設

の稼動率の向上など受託師債拡大への意欲 がで易い特徴がみいだせる。

しか しL春 作業の代援も育首、国値の作業工程の調整が間頓で、今後、部洛 を越えた相互の連

携を保ちながら発展していくタイプであろう。

3)広 域的集団

大型施設のカントリー、ライスセンターやL育 苗センターは部落をこえた組織や農協直営て選

営されているところが多いため、利用は点在的にならざるをえない性質 がある。 しか し利用百で

は、年々増力回の二途 をた どってお り、これら大型施設運営および作業の再委託事業の推進 を含め

て、農協の果す役割が大きい て生産性向上に対する補完的機能 )。

① 大 型施設の操業度技術m~では、ぃまだ問題がのこされているものの、兼業イヒが進んでいる地区

ではほぼ定着化されつつあり、また 、地縁組織、中核 グループなど、貯蔵タンク契約による施設

の効率的運営な ど、好ま しい展開方法が 権立されつ ゝある。

の 近 年、急激に増加 している農協の再委託契約事業はも委託農家 と、受託農家の相互契約による

利用料金の受け払いの、わづらわ しさを解消 し、一方では担い手の育成助長にはたす役割が一膚

強 することからぉ今後とも重視すべき機能である。

像)生 産組織の動向

表 -1 生 産組織の増滅 と地区別 ・加入構戚比
農林水産業基本調査 r岩 手県 )
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※ 共 同利用組織

機械 ・施設の共同利用、栽培協定をしても品優の統Tを ともなわない。
共同生産

共同で生産するが収益 ・賀用は個別精算、械皓脇定、品産を統一する。
部門脇業

共同で生産 ・収益は脇同で組織から個人に分配

表…2 地 区別 .稲 作生産組織の推移
農業生産組織実憩調査 `営農指導課 )

婚
　
術
　
一

歓
梯
％

組 織

規 模

県 計

組 織 数 の 多 い 農 改 普 及 所 管 内

盛 問 紫 波 花 巻 北 上 水 沢 江刺1速野十一関千 虜 1 晦

 毎

組 織 数

十参加戸数

規  模

10,.2

117.5

105.0

310.0

351.1

594.5

113.6

188.8

50:2

122.6

146.8

153.6

60.2

70.〕

7o.2

72.4

97.4

84.9

(3)組 織の概要 と成立の背景

表-3 組 織の概要と成立過程

組
織
区
分

設
立
年
次

農
家
声
致

部

落

敏

主
要
作
目

水
田
面
積

組
織
区
分

運
営
方
式

組
　
　
織

設 備 投 資

機械施設名1員 数

組載設立の4ili機と要因

0

酎̀

落

地

縁

集

団

1

年
４５

一戸
労 1 米

酪農

ｈａ

ｌ０

110.0

共同利用

`劇 次部

門は協碧

全員討議

制 `」ヽ生

産集団の

計画運営

が基礎と

なる )

育苗施設

硬化′▼ス

トラクター

;々PS

防除機
80%

田値段2条

″ 4条

自脱型 ヨン
ノ▼ン4条

格納慮

2 棟
304あ

4,013

6 台

2 台

5 台

1 2 台

5 台

2 0 8 が
1 棟

筋

和賢中 酎県 営画場整備事業

第2次 農業構造改善事業の

外部的要因によって組織化

された。

開拓地 として 50年 の歴史

をもち、不屈力開拓精神 と

遍舞の運帯性が組織強加の

肉発弱要因としてあげられ

るぃ

2

45 的 4 米 134.o 共同本」用 全 員討議

市町

育首施設
100 ha

拶訪i其

硬化ハワス

トラクター

4 6  P S

防除機

田値機2条

1 棟

3 , 5 C O ガ

4 台

2 台

1 5 台

第 2次 農業改善事業の外部

要因によ り組織化されたn

大型園場、磯械化―賞作業

の健立による、農業防衛も

生産性の向上をはか りつつ

あるが、社会条件の変化か

ら兼業農家の作業依頼がよ

いぁ
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組
織
区
分

設
立
年
次

農
家
声
欽

部

落

致

主
要
作
目

水
田
面
積

組
織
区
分

組運
営
方

織式

設 備 投 資

組織 設立の動機 と要因

機械施設名 員 数

年 日 一日 h a

自脱型ヨン
バイン,条

ハー存畝ター

格納庫
225 72

2台

1 台

1 棟

3

44 43 米

野菜

畜産

55.0 共同利用

`副次部

PSはイ固】U

全員討議

祷」

育首施設
て育苗磯 り

硬化ハワス

(中苗床含
む )

トラクター

,7 PS

トラクター

47 PS

ブロード・キ
ヤスター

田値磯2条

(50年から

個人 )

1凍

如 が
2ケ所

1台

1台

1台

4台

土地 の高度利用による、

副次部門の拡大、定着化

がS勺年頃から確立され

た結果、労力不足をきた

した。

この反省から、S44年 ト

ラクター本」用組合を設立

し、稲作の省力化による

復含経営が定着 しも規模

拡大がはか られつつある.

r内 部要因 )

4

々 13 i 米

野菜

17.3 協業経営 全員討慧

待1

硬化 ハウス

トラクター

46 PS
26 PS

防除機

日贈機4条

〃 2 条

′▼ペスター

自腕型 コン
バイン3条

格納廊

と,50だ

2 台

1 台

2 台

1 台

1 台

3 台

594れ
'

第 2次 農業構造改善事業

の外部的要因によって組

織化 された。

戦後 s電化組合、 トラク

ター利用組合など生まれ

内発的意欲の高い地区で

ある。開田と構造改善事

業を契機に脇業組織にふ

みき ってぃる。

の

中

核

グ

ル

ー

プ

集

団

イ

45 5

!

6

5

!

6

米

肉牛

R.8 共同利用 全員討議

帝1

トラクター

38.5PS

防除機

田値磯2条

育苗機
240箱用

180箱用

自脱型 コン
バイン3条

I 台

1 台

2 台

1 台

1 台

1 台

第 2次 構造改善事業 r46

～ 47年 )の外部的要因に

よって組織化された。

当初は農協の指導によ り.

農事実行組合単位に発足

したが 、その後部落内有

志の共同ボ」用組織に再編

された。

ロ

4 0 う

米
ば
特

8.2 中核 カレ

ープ

う人合議

制`年1回

部落全戸

の会合を

持つ )

ラクタ．２‐ＰＳ
除ｉ践犯
餓

卜

　

防

　

育

1 台

1 台

2 台

兼業農家の増加によりも

作業委託が多 くなった事

から階層 間格差 が発生

した。
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組
織
区
分

設
立
年
次

農
家
戸
数

部

溶

名

主
要
作
旧

よ
日
面
積

組
織
区
分

連
営
方
式

組
　
　
織

設 備 投 資

組織設立の動機と要因

機械施設名 員 数

ロ

年 F 日 h a

自脱型 コン
タ▼ ン2条

田値機 2条

1 台

4台

lF‐3時に耕転機が翼新期にあ

ったため、S40年 、若者の

トラクター利 用 グループ

カモ生れ、地区農業の発展を

支えるための経営主体の役

割をはた している。

中

核

的

農

家

（

個

‘
別

拡

大

）

Ａ
ｌ
ｌ
　
農
　
家

つ ｝継
　
２

」困
”　
一■

米

りだ

65 中核ル

ープ

2人 合議

待J

トラクター

35P S

育首機

自腕型ヨン
′マ ン2条

乾燥機
20石 用

1 合

1 台

1 台

1 基

S客 ～45年 、 ト ラタター

23～35 P S導入と同時に農

協の指導 によ り、地区内に

7機 械利 用組織 が生まれた

r5走 6戸 の共同 )

その後、2組 織 が解散も農

業生産構造の変化 により、

あらたな対応が見られる。

A-1農 家 BA-3農 家は

49年 、各組織 から脱退 も

受 託作業 を増加 しながら規

模拡大をはか っている。

48年 から農脇の斡旋 によ

る作業委託面積が増加 し、

A-1農 家は トラクター作

業中心、 A-2農 家は育首

の拡大LA-3農 家は田値

作業を中心に機能分化がな

され、技術 作業能率 を高め

つつ拡大 して持るn将 来は

部港を越えた、三者脇定に

よる中核 グループ組織にし

ようとしている。

Ａ
１
２
　
農

　

家

守 ｝部落十

拘

工対
‘

　
一ヨ

米

夏秋

きゆ

うp

2.0 中核農家 トラクター

2 1  P  S

育宙機

簡易農電式
育苗機

硬化ハゥス
1,018.6″

を

描瞳 アラント
`手 製 )

田植機 2条

目脱 型 ヨン
′▼ ン 3条

1台

1台

1台

7棟

l台

1合

Ａ

ｌ

３

4 9 ｝紳
炉

米

り済成ゴ

夏秋

きゆ

うり

4.6 中核 クウレ

―プ

2人合議

待」

トラクター

35PS

育苗機

田道機 2条

〃 4条

ハーベスター

自脱型 コン
′▼ ン2冬

1 台

1 台

2台

1 台

1 1 年

｝
離
‐

ｈ
■ 米

兼美

大工)

よ.5 核農家 トラクター

28P S

田値機2条

防除磯

自腕型 コン
′▼ ン4条

乾燥機
30石 用

ユ言算

1 台

2 台

1 台

1 台

1 基

機械導入力契機に部溶の中

堅農家 6戸 、 1,112a規 模

で共同利用の組織を作った

が、その後、脱退。

40年 から部分作業受話 を

沐こない全面請負い てS47

年から)に よる規模拡大渉

はかっている。
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組
織
区
分

設
立
年
次

農
家
戸
数

部

落

名

主
要
作
目

組
織
区
分

水
田
面
積

運
営
方
式

組
　
　
織

設 備 投 資

機械施設名1 員 数

組織設立の動機と要因

年 一日 用 ha

しか 防 働力の関係から

全面謂負いて490a)は

限度であ りも今後も作業

受託面積は増加する。

47 部落 内

1 声

米 6。3 中核農家 .トラクター

OP S

″  .

2 4  P S

育苗 践
2 0 0 箱

″    |
300箱

硬竹 ワヽス

田値機 2条

〃 4案

自厭型 コン
′▼ ン 4条

乾燥機
3 t 用

ム
ロ1

1 台

2台

手製 )
1 台

粘
1 台

1 台

1 台

( 4 運 )
I 基

以前から春作業の耕超代

鑑の作業受託力おこなっ

ていたが、47年 施設装

備の拡大により耕超 30。(

ha、 育苗田値 25 0 haの

1/FI受話がなされた。

労働力は.2世 帯夫婦で

多 く、組作業の機能分担

により、能率の向上がは

かられている。

将来は、全百委託の拡大

を指向 してお り、この場

合、圃場距離よ りL集 団

地回場の整備が条件 とな

る。

―‐う7-
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151 個別農家の経営湖況と越鹸対応

表 -4 部 落地稼集団 2 r4部 落中から、 1部溶抽出 )

農

　

家

　

％

汐|ナ幽gtt a

複部門

労

働

力
所 有 農 機 具

作 業 の

自己ぉ委

託 区 分

兼 業  者

|

経営主 1長  男

組  織

役職名

総
　
面
　
積

水 田

畑整
備
田

旧

　

田

1 339 H 0 212 17 豚奪1号3

トラクタと、育首、出値
機 、ハーペスター .乾 煤
機

上部委託 冬土工

2 3 3 0 2拘 勺 20 挙し1二 3 ,
育百機s田 値機、パイン
ダー 〃 冬出稼

3 306 230 7 0 6 2

田値機、育苗機、バイン
ダー、ハーベスター.乾
爆機

″ 巨 ・賃労

4 2t46 296 10 2 パインダー
マヽ 一ベス ター 春 ・委託 直 ・勤務

5 225 170 5 0 5 4
パイ ンダーぉハーベスタ
ー、乾燦機

〃 社  氏
オペ レー

ター

6 215 185 10 20 肉牛 2 4 トラクタ‐・バィ ンダー
〃 冬土工

7 215 150 50 15 2 ′マ ンダと
、ハ ーベ スタ ニ

ク

8 205 175 20 10 2 バ イ ンダ ー 主 に委託 恒 ・勤務

9 200 140 4 0 20 女 3 バイザ ー
、ハ ーペ ス ター 育苗

出ffE委託
恒 ・勤務

10 153 140 10 3 2 出値機.パ インダー 全 ・委託 恒 ・勤務

150 150 女 1 〃 自営兼業

1 2 149 118 27 4 2 ノイ 〃 ―、ハ ーベスター 春 ・委託 冬土工 恒 ・勤務

と, 160 60 断 15 1 バイ ンダー 1部委託 恒 ・勤務 恒 ・勤務

４

ヽ
145 的 7 0 5

２
抑

繁
子

琢 2 バイ ンダー
〃 冬土ェ 恒 ・勤務

育面セこ
ター

15 160 109 31 20 2 田値 機 主!ご委託 恒 ・勤務

16 1 2 140 12 2 バ イ ンダ ー
〃 恒 ・賃労

17 129 124 5 1 全 ・委託 恒 ・勤務 恒 ・勤務

18 130 120 10 さヤφう0 2 バ イン ダー 春 ・委託 ・賃労

19 63 63 2 パイ ンダー

20 受 9 0 2 1 主に委託 恒 ・勤務

21 27 27 個 人委託 恒 ,勤務

負外 2名 合すれている。
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161 組織の区分と特性

衰 -7 各 組織の特性 と展開方向

区  分 機   能 運営 と主体 設立のねらい 特 徴 と 問 題 点

部落地縁集団

て1部 落 また

は 3～ 4部 落

50-100 ha

規模の集団 )

全面共同利用

型

(組織全体の一括

管理運営

O栽培 協定、平等

出役

(と産性の向上

O事業導入を契

機

Oft成員が広範におよび、同質性

が簿らぐ【対抗 と協調 、個性と

集団 )
0出役層の固定化
(オペレーター不在 `季節的雇用

と低賃金 〕

小集団区分に

よる共 同利用

型

磯 械 ・施設は集

団で‐括導入
Cy」ヽ集団への機械

捜 り付けによる

独立運営

O大型施設は集団

直営

Cと産性の向上
(bil」次部『8拡大

とF「
~」
時に事業

化

O範囲が狭いため 、個月Jの意志 を

容認 L疹れ ,ヽ
0出役層の固定イ降ま規模拡大の契

磯要因となる。

共同利用に よ

る副次部門拡

大型

て落 作業も育首一

活運営

O生 産性の向上

O剣 次部門 の拡

大による組織

化

0兼 業の増加tごよる後継者 の確保
(秋作業の組織化 rミニ、ライス

セ ンター希望)
O劇次部門じ定着拡大

協業経営型 0出 貫 ・出役平等

配分

0生 産性の向上

と複合化によ

る拡大

O土 地出資,ごよる団地化 Ⅲ作業能

率の同上

0出役労動の固定化 による賃金配

分を蛍点
0出 没者の減少に よる劇次部門未

拡大

中核 グル ープ

集団

共同作業型 0機械 の持廻 り利

用

O施設の共同作業

0生 産性の向上 磯 版の便用llk位

轄 賀負担 ・管理 と耐用年敦

共同利用型 Oグル ープで運営 畦 産性向上に

よる規模拡大

0同質性強 く、維持 し易 い

個別拡大経営 作業分担型 O専 門分化 による

作業個厨U運営

〇受話指向!=よ

る規模拡大

r)分業による技術 、生産性 の向上

昨 業 別 、収益の不均衡と相互運

絡

作業再委託型 O受話作業の一部

再委託

O受 託 面積拡大 Oチ ヤニター先 は弾力性 の高 じ疎

掬 曹

O受 託水 LBの分散化

家族機能分担

型

O家族の作業分担 O受 託面積 の拡

大

O分 業による含

理化

制 和が強 く、作業能率の向上
。受託水田の分散化

広域集団
て農統機能 )

広域施設直営 鴫 脇直営 `ラ イ

スセンター )

0生 産性の向上

O複合化の推進

0約歳育成

罐 合化 よ り、兼業化を促進 して

いる傾向が強 い。

作業再委託 O委託作業の斡旋 O受託農家 、組織 の育成

|        |         |        |
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3 普 及上の留意点

(1)県 内いくつかの生産組織 につ いて、組織 としての機能的側面を主体'こ調査分析 した ものであるが、

地域の大型共同利用施設の夜割を配隠することが畳要であるn

t2j 圃場の分故度がL組織機能`ご及ぼす影響の大きいことを配慮すること。

4 調 査研究方法

(1)課 題名 稲 作経営の展開と生産組織 の対応

12)調 査研究年次 昭 和 50年 ～昭和 51年

139 調査方法   聞 きとり

2  野 菜 作 安 定 経 営 の た め の品 目選定 に つ い て の一 方法

1 背 景と特徴

大都市の人口増力口にともなう野菜の需要は増加 じつつあるがもその需要の動向は、個々の種類の季

節的需要ばか りでなく、周年需要の後向となっている。

この周年需要に対する不巣の特徴、とりゎけ野菜作のイ申長著 しい高冷地での特徴は夏季冷源の立地

を利用し、葉根菜を主とし、一部果菜を含む夏から初秋の生産で時期的に暖地で生産し得ない品目

r作型 )の 生産にみる。     1

ウ も高冷地野勲こ限らず、野菜作では需給のアンバランスから価格変動が著 しく、常tごその経営

↓ごは不安定性がわきまとってぃる。このような中で個々の農家は所得の安定性の追求か、投機性追求

かで野菜作付品目選定に普慮 している。

ここでは、46年 より50年 音での 5ケ年にわたる日試寓冷地分場の実用化技術組立試験成果から

高冷地で代表的なレタスてマルチ移植、マルチ直磨、露地直播 )短根ニンジン、スイートヨーン、ハ

クサイL加 エアスパラガスをとりあげ.安 定した所得を雲視した品 目組合せモデルを試算 したので参

考に供したい。
/

2 内  容

1)安 定所得獲得のための野菜品 目組合せモデル試 算の方法                ツ

今日しば しば採用されている設計法は、いくつかの設計案歩たてぉ相互比較 し、最 も有利な設計を

選出す る試算計画法 てバジエティング ・メリー ド)ほ代表され る非数学的方法と線型計画法に代表さ

れ る数学的方法に三分される。それぞれ長所、短所があ り、一直の方法での設計には限界があ りぉ置

々の角度から数学的な分析 を行い、最終的には試算計ldi法により、情督な実施計画を練 りあげるのが

最 も良 いと思われる。数学8J分析なしtご、いきな り試算計画法で設計 した計画は科学的根拠、客観的

価値が少なく、説碍力のなしV芭険性を含んでいるからである。

数学問方法のうちL縁 型計画法は連立一次不等式 で表わされる情J約の もとでもある目的関数を最大、

又は最少tごするような一張的な解をみつける方法である。決言すれば資源 (土地、労働力など)の制
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